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回

覧

や
わ
た
ニ
ュ
ー
ス

今
月
の
予
定

○
十
一
月
二
十
二
日
（
月
）十

五
時
～

八
幡
町
自
主
防
災
会
西
支
部

防
災
訓
練

○
十
一
月
二
十
三
日
（
火
）

新
嘗
祭
、

福
祉
会
に
よ
る
餅
の
配
付

於

八
幡
宮

○
十
二
月
二
日
（
木
）
午
前

八
南
小
マ
ラ
ソ
ン
大
会

於

八
南
小
学
校
周
辺

○
十
二
月
中
旬

や
わ
た
サ
ロ
ン

（
初
冬
の
健
康
講
座
）

○
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
夜

年
末
夜
警

於

火
の
見
櫓

○
十
二
月
三
十
日
（
木
）
午
後

年
越
大
祓
式

於

八
幡
宮

○
十
二
月
三
十
一
日
（
金
）
深
夜

除
夜
祭

於

八
幡
宮

本
紙
面
の
問
い
合
わ
せ
は
、
や
わ
た
町
民
館
ま
で
。

町
内
会

三
役

稲
刈
り
体
験
講
座
変
更
の
件

今
年
の
稲
刈
り
体
験
講
座
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
福
祉
委
員
約
十
名
で
の
稲

刈
り
作
業
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

刈
り
取
り
作
業
は
、
十
月
十
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

八
幡
桜

最
終
草
刈

十
月
十
九
日
（
火
）
午
前
八
時
か

ら
、
「
八
幡
桜
を
育
て
る
会
」
の
運

営
委
員
に
よ
る
、
西
古
瀬
川
堤
防
の

今
年
最
後
の
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
十
月
二
十
三
日
（
土
）

午
前
八
時
半
か
ら
会
員
の
皆
さ
ん
で
、

刈
り
草
の
除
去
、
散
乱
ゴ
ミ
の
収
集

等
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
桜
の
剪
定
、
菜
の
花
の

種
蒔
き
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

10/23 刈り草の除 10/19 草刈り作業

西
赤
土
嶋
の
町
内
会
所
有
地
の
件

八
幡
町
内
会
は
、
西
赤
土
嶋
の
所

有
地
（
町
内
放
送
ス
ピ
ー
カ
ー
設
置
場

所
）
を
郵
便
局
用
地
と
し
て
貸
し
出

す
こ
と
に
な
り
、
建
築
工
事
開
始
前

に
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

西
赤
土
嶋
の
新
公
園
の
ト
イ
レ

現
在
、
西
赤
土
嶋
に
新
し
い
公
園

を
整
備
作
業
中
で
す
が
、
こ
の
公
園

の
ト
イ
レ
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
ト
イ
レ
壁
面
の
デ
ザ

イ
ン
は
以
前
に
公
募
さ
れ
、
採
用
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
、
タ
イ
ル
貼
り
で

完
成
し
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ご
自
身
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

「
な
ご
み
の
会
」
活
動
状
況

八
幡
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
中
心
部
の

花
壇
化
に
備
え
、
十
月
十
五
日
（
金
）

に
発
起
人
数
名
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使

用
し
て
、
土
地
を
耕
し
ま
し
た
。
十
一

月
二
十
日
に
植
栽
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


